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の複雑な様相を説明する｡ (文責 淀徳男 )
低次元物質 (磁性体ではなく伝導体 )の物性




















って得るところの多い,印象的な講義であった｡ (文責 植村尊公 )
非線形振動と波動
横浜国大 ･応用数 戸 田 盛 和
不純物半導体の格子振動や熱伝導の問題と,非線形振動との関連についての説明がまず行な
われ,次に,非線形振動の歴史について次の様な簡単な講義があった｡
非線形振動の問題は,Fermi,Pasta,Ulamらによる計算機実験により,エネルギーの等分
配が起こらずに,再帰現象が起こるという結果が得られ,注目を浴び,活発に研究がなされる
様になった｡そして,J.Fordは摂動論により規則振動の存在を示し,M.Todaは厳密な周期
解をもつ体系の例を示し,その際,双対系という概念を生み出した｡さらに,非線形振動のも
う一つの特徴であるソリトン解を発見した｡以後,現在まで,数多くの厳密解を持っ体系が発
見されている｡
そして,本論に入り,一応テキストに沿って講義があったが,非線形振動の数学的取扱いに
ついての基礎的事項を明確にする意味で,厳密に解析的に扱える非線形方程式の種々の例につ
いて解説がなされた｡
講義は,入門者にも理解し易い様に,単振勤や線形格子の取扱いから始まり,各々の方程式
について,その解法も交えて解説が行なわれた｡その詳細は,テキス トを参照していただく事
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